




<はじめに>

  進行性筋ジストロフィー症児特に車椅子期児童のほとんどに冬期は凍傷第一

度が顕著に表われてきます。この為、従来より朝夕ユベラマッサージや温冷浴

を当院でも冬中実施して来ましたが、これによる効果も少なく又児童も凍傷に

よる掻痒感を訴えながらも処置の為に余暇時間の減少する事をいやがる傾向が

みられました。その結果凍傷予防の為ハッキンカイロ入れ込み式ブーツを作製

使用したところ児童からも好評を得ましたのでここに発表します。


